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1. 筑波大学の情報基盤

筑波大学は、筑波地区と東京地区の 2拠点
にキャンパスがあります。筑波地区は、筑波
大学と旧図書館情報大学のキャンパスが 1つ
になって筑波キャンパスとなっており、もと
もとの筑波大学であった天王台地区と旧図書
館情報大学であった春日地区とは、約 400
メートル離れています。
学術情報メディアセンター（以下、センター

と表示）の目的と役割は、図 1のようになっ
ています。センターは、4つの部門に分かれ
ており、私が所属しているネットワーク部門
に関しては、基幹情報ネットワークの整備と
情報セキュリティーを担当しています。

図 1. 学術情報メディアセンター
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• 情報環境並び た ビ に情報環境並びにそれを用いた情報サービスに関
す 情報基盤の整備・運する研究開発と、情報基盤の整備・運用並びに
サービスサービス

1. の整 立案情報基盤の整備計画の立案

2. ネ ワ ク 備・ 並び サ基幹情報ネットワークの整備・運用並びにサービスの
提供提供

3.3. 全学計算機環境の整備・運用並びにサービスの提供全学計算機環境の整備・運用並びにサービスの提供

4.4. ee--Learning Learning など教育の高度化など教育の高度化

5.5. 情報セキュリティの確保情報セキュリティの確保

6.6. 情報基盤に基づいた多様なサービスの提供情報基盤に基づいた多様なサービスの提供

センターが管理している主なシステムとし
ては、基幹ネットワークシステムや、筑波大
学のトップドメインのDNS サーバー等々が
あり、ネットワークサービスのサーバーもセ
ンターの管理範囲です。さらに、学内で 400
個の無線アクセスポイントから構成されてい
る無線 LANシステムがあります。
そして、これらの認証が必要なシステムに

関して、認証情報を提供する統一認証システ
ムがあります。また、歴史的に各部局でウェ

ブサーバーとメールサーバーを所持してきま
したので、それをセンターの中に置き、決まっ
たハードウェアを貸す学内レンタルサーバの
管理もしています。
全学計算機システムは、2年前に学内のサ

テライト端末室を一括化し、約 1,000 台の端
末を配備しました。学生は、どこの端末室に
行っても同じ環境で使えるようになっていま
す。現在の全学計算機システムの導入時に、
すべての常勤の教員にアカウントを作るとい
うことをしましたので、大多数の方が使う
メールボックスも兼ねるという形になりまし
た。

2. 筑波大学の体制

筑波大学の情報インフラの企画・運営体制
は、図 2のようになります。学長の下に情報
担当の副学長がおり、情報担当副学長の下に
情報環境機構があります。情報環境機構長の
下には、環境企画室があり、情報に関する学
内全体の企画立案を行っています。その下に、
学術情報メディアセンターと並列して、セ
キュリティーやポリシーをつかさどる情報環
境委員会があり、その下に全学のネットワー
クを管理するネットワーク管理委員会が存在
します。この委員会は、全学の代表者から構
成されています。
情報系の事務組織として、総務部の情報化

推進課があり、事務系の情報システムを扱う
という形を取っています。実際には、学務シ
ステムであれば学務課が導入するというよう
な形で、まだ縦割りになっており、横串にし
ていく体制へ変えようとしています。

3.11 筑波大学の情報インフラはどうなっていたか？

佐藤 聡
筑波大学学術情報メディアセンター

概要：平成 23 年 3 月 11 日に起きた東日本大震災では、筑波大学も被災し、大学周辺地域とともに停電を体験しました。
その時の様々な対応、その後の復旧作業を振り返り、今後の防災対策などについて考えます。

キーワード：センター、運用体制、情報インフラ、ツイッター
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図 2. 筑波大学の体制

筑波大学の体制筑波大学の体制

今回の東日本大震災のような災害があった
場合の大学の体制について説明します。筑波
大学のセキュリティーポリシーや、インシデ
ント対策手順は何度か改定し、ほぼ完成して
います。しかし、実際の災害時の実行の手順
は不十分です。つまり、定常的な運用につい
ては文書化できているが、災害等が起きた時
に、どうしたらよいかということについては、
全く文書化されていません。さらに部局レベ
ルでは、全学のポリシーに従って、各部局で
文書化を進めることになっていますが、末端
の先生まで浸透していません。しかし、附属
病院ではしっかりと作成されています。
情報公開の体制ですが、筑波大学の公式

ホームページのドメイン（tsukuba.ac.jp）を
管理しているのは、広報戦略室です。そして、
筑波大学では、携帯サイトは在校生向けでは
なく、高校生向けのホームページです。入っ
てくる学生への広報に使っているため、大学
の携帯サイトはアドミッションセンター、他
大学でいう入試課関係で管轄しています。
ネットワークについては、国立情報学研究

所の SINET4 1 とつくばWAN 2 の二つにつ
ながっています。全学のファイアウォールを
一元管理するために、2000 年から、東京キャ
ンパスは直接インターネットにつなげず、筑
波キャンパス経由という構成になっています。
ファイアウォールや、すべてのスイッチを集
線するコアスイッチも筑波キャンパス側にあ

ります。

3. 地震発生

3月 11 日 2 時 46 分の地震発生時、私はセ
ンターの 4階に居ました。センターがある筑
波地区はすぐに停電しました。つくば市の中
心地寄りにある春日地区は、数秒間停電しま
したが、すぐに復旧しました。東京キャンパ
スは当然、停電はなかったのですが、筑波地
区を経由してインターネットに接続していた
ので、ネットワークは不通となりました。幸
いなことに、センター内で、けがをした人は
一切居ませんでした。学校も、既に春休みに
入っていたため、センター内の端末室や実習
室にも数人しか人が居らず、問題なく、全員
屋外に退去することができました。
停電になったので、基盤システムはほとん

どシャットダウンしました。UPS に接続さ
れているものに関しては、システムは自動的
にシャットダウンし、UPS につながってな
いものに関しては手動にてシャットダウンを
行いました。その後、何回か余震もあり、停
電のまま電話もつながらず、状況が把握でき
ませんでしたので、家族の安否確認や子ども
の迎えのため、センターのスタッフは一時解
散することになりました。

4. 最低限の情報インフラ復旧

その日の 17 時頃、大学の施設部が所有し
ている非常電源が稼働しました。しかし、非
常に限られた電源として使っても、24 時間
ほどしかないということで、最初に、センター
と病院を復旧させました。漏電の心配もあり、
建物ごとの主幹で全部電源を落としてまわっ
てから、センターと病院だけに復旧させると
いう作業をしました。
センターでも、ファイアウォールとコアス

イッチ、DNS や公式のホームページという
最低限のインフラを 18 時頃に復旧させまし
た。そして、無線 LANシステムと、学生宿
舎のネットワークシステムを復旧させるため
に、認証システムを復旧させました。
翌日が後期日程の入試でしたので、受験生

向けに公式Web サーバーを何とか立ち上げ
ました。ただし、構成員の多くが利用してい
る全学計算機システムは、大規模なシステム
であり、非常に多く電源を使うため、復旧は
あきらめざるを得ませんでした。大学の公式
Web サーバが復旧したのちに、翌日の入試

1	 日本全国の大学、研究機関等の学術情報基盤とし
て、国立情報学研究所（NII）が構築、運用して
いる情報通信ネットワークのこと

	 http://www.sinet.ad.jp/
2	 筑波研究学園都市の研究機関（研究所、大学等）

を高速で結ぶネットワークのこと
	 http://www.tsukuba-wan.ne.jp/
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の延期についてのアナウンスをしました。
春日地区では、停電した学生宿舎の学生の

他、地域もしくは帰宅難民の方たちの避難場
所としても公表されていたため、多くの人が
入ってきました。携帯の電源が足りなくなる
だろうと予測できたので、センターで余って
いた電源タップを持っていき、配って回りま
した。
筑波大学の災害対策本部は、昔の学内バス

の車庫脇の平屋になりました。平屋なので、
これ以上地震があっても崩れることないだろ
うということで、ここを災害対策本部にした
ようです。
震災当日の夜、センター内部の対策会議を

開きました。そこでは、商用の電源が復活し
たらどうするか、非常用の電源が切れるまで
に商用の電源が復活しなかったらどうするか
について、作業方針を議論しました。その日
は、いつ商用電源が復活するか分からないの
で、当直の職員を残して帰宅しました。

5. 電力供給再開

震災翌日の 3月 12 日は、朝 6 時頃、筑波
地区に電源が供給されました。各システムの
復旧は、まず初めに、学内から預かっている
レンタルサーバーから始めました。昼過ぎに
は、学内で預かっているメールサーバー、ウェ
ブサーバーをすべて復旧させました。夜まで
には、学生のためのメールボックスを管理し
ている全学計算機システムもすべて立ち上が
るという状態になりました。これもセンター
の機器についての被災がほとんどなかったの
で、電源供給さえすれば復旧できたという状
況でした。
それから、大学全体の公式のホームページ

では、センターからタイムリーな情報が発信
できないということがありましたので、セン
ターのホームページで、基幹システムの稼働
状況や利用できる LANや無線 LANのアク
セスポイント等の情報を発信しました。また、
定期的に全員がそろって会議をすることを決
め、各人の役割や運用方針、次の会議までに
何をすべきかについて、決めました。
次に私は、どこで無線 LANが使えるか、

あちこちの建物を回って確認し、使える場所
をツイッター 3 でツイート 4 していました。
このツイートは、意外に多くの人が見ていた
ようで、このような場面でツイッターはとて
も役立つツールだと思いました。
3月 13 日、震災の翌々日の日曜日でした。

建物が漏電している可能性もあるということ
で、大学の本部より、基本的には建物に入ら
ないよう指示が出ました。筑波大学は門がな
い、非常に開かれた大学ですが、警備員室の
あるところからしか入れないように制限をか
けるようになりました。
しかし、ネットワークや端末を使いたい学

生もいるだろうということで、災害対策本部
にかけあい、センターにある端末室は使える
ようにしました。まだこのとき余震がありま
したので、大量に人がいると余震がきたとき
に、安全に避難できないかもしれないので、
10 名限定で入れることにしました。11 人目
が来ると、建物の外で待っていてもらいまし
た。

6. 計画停電対応

その日の 20 時頃、東京電力より、計画停
電 5 についての発表がありました。22 時頃出
てきたリストには、筑波大学の筑波地区は翌
日の朝一番に停電になるエリアだということ
がわかり、急きょ 23 時に態勢を決めました。
翌日の月曜日は、朝 6時 15 分から計画停

電が始まる予定だったので、5時半に集合し、
前日の会議で決めたとおりに、インターネッ
トから閲覧できる公式ホームページ用のシス
テム以外のサーバーをすべて停止する作業を
しました。しかし、計画停電の予定時間を過
ぎても停電にはなりませんでした。そして、
6 時 40 分になって、東京電力より今日は計
画停電をしない旨のアナウンスがありました。
それを受けて、その日は地震後初めての出

勤日だったこともあり、計画停電のために停
止していたシステムを全部立ち上げるという
作業をしました。その中で、全学計算機シス
テムで、障害が発生していました。そのため、
全員のメールボックスが読めないという状況
が発生しました。さらに、次の計画停電の時
間も迫っていたので、その対策にも追われま
した。

3	 米国 Twitter,	 Inc. が提供している、オンライン
でメッセージを交わすサービスのこと

	 http://www.twitter.com
4	 ツイッターで書き込み（メッセージ）を投稿する

こと、および、投稿されたメッセージのこと（「つ
ぶやき」と呼ばれている）

5	 電力の需要が供給能力を上回る事態が発生した場
合に、大規模な停電を避けるために、電力会社が
複数の対象地域を定めて順次、電力の供給を一時
停止すること。
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この時に、計画停電がおそらく長期化する
ことを見越して、公式ホームページとセン
ターのホームページは最低限残し、図 3の通
り、その他のシステムを 3分野に分けて稼働
させることにしました。まず、計画停電中の
み停止したのは、学内のレンタルサーバです。
計画停電開始時に停止はするが、再開処理は
9時から17時の間にしかしないと決めたのは、
全学計算機システムです。つまり、夜に計画
停電があったら、朝まで再稼働させないので、
夜中まで職員が残る必要のない体制としまし
た。その後、茨城県は、沿岸部の津波や液状
化現象など、被災した地域であったので、計
画停電の対象から外れました。

図 3. 計画停電対策の再検討

１２．計画停電対策の再検討１２．計画停電対策の再検討

• 内部 ）内部対策会議（１４時）

– 計画停電が長期化す とを ３ テゴリに計画停電が長期化することを見越し３カテゴリに
分類して対応分類して対応

．１．継続稼働

• 最 ンフ最低限のインフラ

２．停電中のみ停止２．停電中のみ停止

•• 学内レンタルサーバ学内レンタルサーバ

． ９ １３．停電開始時に停止かつ再開作業を９時から１７
時まで時までに実施

• 全全学計算機システム

7. 困ったこと

筑波大学では、安否確認のシステムがあり
ませんでした。情報を発信する方法はあって
も、学生から情報を集めるということは考え
ていませんでした。そこで、安否確認をしよ
うと、ツイッターで学生に聞いたところ、彼
ら同士で自主的に安否確認をしており、あっ
という間にリストが返ってきました。その後
は、フェイスブック 6 も使って情報発信をし
ていました。
困ったことの一つ目として、大学からの情

報発信の方法がありました。実際に地震が起
きると、当然、学生は携帯電話やスマート
フォンを使って情報収集をしようとしますが、
本学の提供する情報が掲載されている公式
ウェブページは、PC用になっています。携

帯用サイトには、入試の情報しか載っていま
せん。公式ホームページだけでは、大学から
の情報が届いていない可能性があり、携帯サ
イトにも掲載するように災害対策本部に掛け
合いました。しかし、携帯用サイトはアドミッ
ションセンターが担当しており、簡単に情報
発信をすることができませんでした。そこで、
公式ホームページが RSS 7 で配信していたこ
とが分かりましたので、RSS を携帯用に変
換するサイトを作り、とにかくこのサイトを
見るように、ツイートでつぶやきました。
二つ目に、無線 LANの運用ポリシーにつ

いてです。無線 LANについては、継続的に
運用ができるようになっていましたが、認証
付きであったため、一般の方への開放ができ
ませんでした。センター内でも議題にあがり
ましたが、あらかじめ非常時の運用が定めら
れていなかったため、断念しました。
三つ目は、緊急連絡システムが動作しな

かったことです。常勤職員と学生全員にメー
ルを配信するシステムがあり、携帯電話に転
送している学生も多かったのですが、全学計
算機システムを利用して作っていたため、今
回のような限られた電源のときには、動かす
ことができませんでした。

8. 助けられたこと

逆に、ツイッターには助けられました。無
線 LANの動作確認が取れた場所を発信した
り、留学生向けへの情報伝達に役立ちました。
留学生は英語を使える人だけではありません。
そこで、私がこの場所で無線 LANが使える
ことを多言語で翻訳してくださいとツイッ
ターに書いたところ、中国語や英語など、
様々な言語で翻訳してくれましたので、非常
に助かりました。後から見てみると、筑波大
生ではない方も翻訳してくれていました。
また、携帯電話会社の安否確認サービスも

非常に助かりました。安否情報確認サイトへ
安否情報を入力しておけば、多くの人に見て
もらえます。大学など組織の安否確認も携帯
電話会社と協力して、相互に安否情報を確認
できるなどできれば、学生はワンストップで
済むのではないかと思いました。

6	 Facebook,	 Inc. の提供する、SNS（ソーシャル・
ネットワーキング・サービス）のこと。

	 http://ja-jp.facebook.com/
7	 ニュースやブログなど各種のウェブサイトの更新

情報を簡単にまとめ、配信するための規格。
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9. まとめ

筑波大学では事前の対策が不十分でした。
システムの優先順位や緊急対策を取るための
通信手段も決まっていませんでした。その中
でも、システムの優先順位ではなく、サービ
スの優先順位を決めることが必要だと感じま
した。緊急時を想定した時に、どのサービス
を残すべきか決め、それができるためのシス
テムを作るのです。たとえば、緊急時に携帯
にメールを送ることの優先順位が高いのであ
れば、それができるだけのシステム構成を組
むのです。
そして、震災後しばらくして、多くの方か

ら、大学からの情報を入手する方法が分から
なかったという声を聞きました。前述のよう
に、携帯サイトには構成員が必要な情報は掲
載されていませんでした。事前に情報がどこ
に掲載されているかについて、周知徹底が必
要です。実際には避難訓練も必要でしょう。
また、非常時の指揮系統が決まってないとい
う課題もありました。
今後、震災時の対応や、実際に何が役に

立ったか等、調査、検証し、防災対策に活か
していく必要があると考えています。

注記
本文は、2011 年 6 月 9 日の CAUA	FORUM	
2011 での講演内容を CAUA事務局がまとめ
たものです。




